
令
和
五
年
度

総
合
型
選
抜

小小

論論

文文

（

分
）

流
通
科
学
部

流
通
科
学
科

解
答
は
す
べ
て
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と

注
意
事
項

一
．
試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
こ
の
問
題
冊
子
を
開
か
な
い
こ
と
。

二
．
問
題
冊
子
は
、
表
紙
を
除
い
て
三
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

三
．
解
答
用
紙
は
、
一
枚
で
あ
る
。

四
．
受
験
番
号
・
氏
名
は
、
監
督
者
の
指
示
に
従
っ
て
記
入
す
る
こ
と
。

五
．
問
題
冊
子
の
余
白
等
は
適
宜
使
用
し
て
よ
い
。



次次
のの
文文
章章
をを
読読
んん
でで
、、
問問
一一
及及
びび
問問
ニニ
にに
つつ
いい
てて
答答
ええ
なな
ささ
いい
。。

資資
料料
１１
はは
、、「「
二二
酸酸
化化
炭炭
素素
排排
出出
量量
とと
世世
界界
のの
気気
温温
（（

‐‐

年年
））」」
をを
、、
資資
料料
２２
はは
「「
世世
界界
のの
温温

室室
効効
果果
ガガ
スス
排排
出出
量量
（（

年年
））」」
をを
、、
そそ
しし
てて
資資
料料
３３
はは
「「
世世
界界
のの
電電
力力
のの
電電
源源
（（

年年
））」」
にに
つつ
いい

てて
示示
しし
たた
もも
のの
でで
ああ
るる
。。

二二
酸酸
化化
炭炭
素素
のの
排排
出出
量量
はは
、、
年年
々々
増増
加加
しし
、、
近近
年年
でで
はは
右右
肩肩
上上
がが
りり
のの
上上
昇昇
をを
示示
しし
てて
いい
るる
。。
ここ
のの
ここ
とと

はは
、、
地地
球球
温温
暖暖
化化
のの
原原
因因
のの
一一
つつ
とと
考考
ええ
らら
れれ
てて
いい
るる
。。
そそ
しし
てて
そそ
れれ
はは
ささ
らら
にに
世世
界界
規規
模模
でで
のの
豪豪
雨雨
やや
干干

ばば
つつ
をを
引引
きき
起起
ここ
しし
てて
いい
るる
。。
しし
たた
がが
っっ
てて
二二
酸酸
化化
炭炭
素素
のの
排排
出出
量量
のの
削削
減減
をを
どど
のの
よよ
うう
にに
行行
うう
かか
がが
大大
きき

なな
社社
会会
問問
題題
とと
なな
っっ
てて
いい
るる
。。
現現
在在
ここ
れれ
らら
のの
問問
題題
にに
対対
しし
てて
、、
各各
国国
がが
様様
々々
なな
取取
りり
組組
みみ
をを
行行
っっ
てて
いい
るる

とと
ここ
ろろ
でで
ああ
るる
。。

問問
一一
資資
料料
１１
、、
２２
かか
らら
読読
みみ
取取
れれ
るる
二二
酸酸
化化
炭炭
素素
排排
出出
量量
及及
びび
温温
暖暖
化化
のの
現現
状状
とと
変変
化化
にに
つつ
いい
てて
述述
べべ

なな
ささ
いい
。。

問問
ニニ
わわ
がが
国国
でで
はは

年年
まま
でで
にに
脱脱
炭炭
素素
化化
社社
会会
（（
温温
室室
効効
果果
ガガ
スス
のの
排排
出出
をを
全全
体体
とと
しし
てて
ゼゼ
ロロ
にに

すす
るる
））
のの
実実
現現
をを
目目
指指
すす
ここ
とと
をを
宣宣
言言
しし
てて
いい
るる
状状
況況
をを
踏踏
まま
ええ
、、
今今
後後
のの
二二
酸酸
化化
炭炭
素素
排排
出出
量量
削削
減減
のの
方方

向向
性性
やや
企企
業業
レレ
ベベ
ルル
でで
のの
取取
りり
組組
みみ
方方
等等
にに
つつ
いい
てて
、、
ああ
なな
たた
のの
考考
ええ
をを
述述
べべ
なな
ささ
いい
。。

なな
おお
文文
字字
数数
はは
問問
一一
、、
ニニ
そそ
れれ
ぞぞ
れれ

字字
以以
内内
とと
しし
、、
左左
記記
のの
キキ
ーー
ワワ
ーー
ドド
をを
参参
考考
にに
しし
なな
がが
らら
記記
述述

しし
てて
もも
よよ
いい
。。

【【
キキ
ーー
ワワ
ーー
ドド
】】

産産
業業
革革
命命
経経
済済
活活
動動
環環
境境
問問
題題
注注
化化
石石
燃燃
料料

エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
エエ
ココ
活活
動動
意意
識識
改改
革革

太太
陽陽
光光
発発
電電
風風
力力
発発
電電
電電
気気
自自
動動
車車
ププ
ララ
スス
テテ
ィィ
ッッ
クク
削削
減減
エエ
アア
ココ
ンン
脱脱
炭炭
素素
化化
社社
会会
政政
策策

のの
転転
換換

注注
））
化化
石石
燃燃
料料……

地地
質質
時時
代代
をを
通通
じじ
てて
動動
植植
物物
等等
がが
地地
中中
にに
堆堆
積積
しし
、、
長長
いい
年年
月月
をを
かか
けけ
てて
地地
圧圧
やや
地地
熱熱
をを
受受
けけ
、、
変変

成成
ささ
れれ
てて
でで
きき
たた
有有
機機
物物
。。
特特
にに
、、
石石
炭炭
、、
石石
油油
、、
天天
然然
ガガ
スス
等等
、、
燃燃
料料
とと
しし
てて
用用
いい
らら
れれ
るる
もも
のの
のの
ここ
とと
。。



資資
料料
１１
二二
酸酸
化化
炭炭
素素
排排
出出
量量
とと
世世
界界
のの
気気
温温
（（

‐‐

年年
））

出出典典
ビビルル・・ゲゲイイツツ著著 山山田田文文訳訳 『『地地球球のの未未来来ののたためめ僕僕がが決決断断ししたたここととーー気気候候大大災災害害はは防防げげるる』』
（（ ））早早川川書書房房



資資
料料
２２
世世
界界
のの
温温
室室
効効
果果
ガガ
スス
排排
出出
量量
（（

年年
））

資資
料料
３３
世世
界界
のの
電電
力力
のの
電電
源源
（（

年年
））

出出典典
ビビルル・・ゲゲイイツツ著著 山山田田文文訳訳 『『地地球球のの未未来来ののたためめ僕僕がが決決断断ししたたここととーー気気候候
大大災災害害はは防防げげるる』』（（ ））早早川川書書房房

出出典典
『『経経済済産産業業省省資資源源エエネネルルギギーー庁庁ののホホーームムペペーージジ』』「「 年年カカーーボボンン
ニニュューートトララルル宣宣言言とと現現状状のの評評価価」」


